The Japanese Foreign Policy to Anti-Japan Mvement in China, in the Taisho era by 冨塚 一彦
大正年間日本外務当局の中国排日運動への対応方針
著者 冨塚 一彦
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 43
ページ 98-112
発行年 1991-03-24
URL http://hdl.handle.net/10114/10408
第一次大戦下の大正一一一年八月三一一日、日本は大戦勃発を
満州権益強化にとり「大正新時代の天佑」として、日英同
盟を名月として対独開戦に踏糸切った。そして二月中旬
までに山東省膠州湾のドイツ兵力を一掃、山東半島を占領
した上で、翌大正四年一月一八日中華民国大総統実世凱に
一一一ケ条からなる要求文を手交した。所謂「対華二一ケ条
要求」交渉はこうして開始されたが、中国側では容易に要
求を受け入れるはずもなく交渉は難航した。その間米国世
論の硬化もあって益女中国側の拒否の姿勢が強まる中、遂
に日本は五月七日要求の一部分を除いた上で最後通牒を発
出し、中国は九日止むなくこれを受諾した。
は
じ
め
に
法政史学第四十三号
大正年間日本外務当局の中国排日運動への対応方針
さて中国では日本の参戦当初より猜疑するところ極めて
強く、要求文手交後大正四年三月頃より各地で日貨排斥を
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
時
は
静
譜
に
帰
す
ろ
か
と
思
わ
れ
た
こ
の
動
き
は
日
本
の
最
後
通
牒
発
出
を
見
る
に
至
っ
て
再
燃
沸
騰
し
、
運
動は中国全土に禰漫した。そしてこのような全国的な排日
運動は日本にとって初めて直面する事態であった。一般に
（１）
中国における排日運動は、明治四一年の第二辰丸事件及び
その翌年の安奉線改築問題に対するものを以てその噴矢と
するが、しかしこれは一面局地的であり、全国的規模では
大正四年が最初ということになる。その意味でこの全国的
排日貨に対し日本外務当局がいかなる対応を示したかは、
以後の中国排日運動への日本の対応を考究する上で重要と
言えよう。
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一方山東半島占領》最後通牒発出による強引な満州権益
強化といった大戦下における日本の中国に対する侵略的態
度は、大正八年の山東半島還付・二一ケ条取消しを求める
五・四運動、大正一二年の旅順・大連回収運動にふられる
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
、
そ
の
発
露
と
し
て
の
排
日
運
動
の
起点となっていることは明らかである。その意味では大正
年間の中国排日運動は一連の動きの中でとらえることがで
きよう。またこの期間は第一次大戦から終戦後の国際協調
の流れの中で日本外交が大きな転換を迫られた時期でもあ
る
。
中
国
排
日
運
動
へ
の
日
本
の
対
応
も
こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
語
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
た
上
で
大
正
四
年
、
大
正
八
年
、
大
正
一
一
一
年
を
画
期
と
し
て
、
こ
の
三
期
を
通
じ
て
大
正
年
間
の
排
日
運
動
の
流
れ
に
対
し
日
本
外
務
当
局
が
い
か
に
こ
れ
を
と
ら
え
、
い
か
に
こ
れ
に
取
組
も
う
と
し
た
か
、
そ
の
対
応
方
針
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
こ
の
考
察
か
ら
大
正
年
間
に
お
け
る
日
本
の
対
中
国
政
策
の
一
側
面
を
考
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る。｜
大
正
四
年
・
公
使
日
置
益
の
静
観
策
大
正
四
年
一
月
の
二
十
一
ケ
条
要
求
提
出
に
対
し
排
日
運
動
が
本
大正年間日本外務当局の中国排日運動への対応方針（富塚）
格化したのは、交渉が秘密裡に行なわれていたこともあっ
て
、
三
月
中
旬
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
上
海
を
中
心
と
し
て
中
国
南
部
に
広
が
っ
た
日
本
商
品
不
買
の
動
き
に
対
し
、
在
中
国
公
使
日置益は早速北京政府に抗議をなし、その取締り方を要請
（２）
した。日置の「再三ノ警告アリシ為メ」北京政府は三月一一
（３）
五日、大総統糞世凱の申令を発した。各地将軍巡按使等地
方責任者に対し排日運動を説諭禁止すべしとするこの中今
は一応の成果を収め、四月に入って漸次排日運動は鎮静化
に向かった。
こ
の
経
過
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
が
排
日
運
動
に
対
し
と
り
得る処置は、中国側に要請して中国官憲をして取締らせる
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
に
も
あ
る
よ
う
に
「物ヲ買う一一当り自由二選択ヲ為スコト〈個人ノ権利ニシ
（４）
テ如何ナル政府ト雌そ干渉シ得ル所二非ス」とすれば、中
国政府としても日本商品不買に対し取締ることは不可能と
なる。しかしこの場合日本側の言い分としては、日清通商
航海条約第一条に日中「両国臣民〈各女両締盟国ノ一方一一
於テ其ノ身体及財産一一対シ等シク完全ナル保護ヲ享有スヘ
（５）
シ」とあるのをもち閉し、中国側の日本商ロ叩不買運動は明
らかに日本国民保護の義務に違反するものとして中国政府
に警告、取締りを要請したのであった。
九
九
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従
っ
て
五
月
七
日
、
日
本
の
最
後
通
牒
発
出
に
対
し
、
翌
八
日
北
京商務総会が国恥記念の撒文を中国各地の商務総会へあて
打
電
し
、
以
て
四
月
に
入
り
下
火
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
排
日
運
動
が
再
燃
し
た
際
も
、
す
ぐ
さ
ま
外
相
加
藤
高
明
は
公
使
日
置
に
対
し
厳
重
取
締
り
方
要
請
を
訓
令
し
た
。
日
置
は
こ
の
訓
令
が
発
せ
ら
れ
る
前
日
の
五
月
一
五
日
、
既
に
外
交
総
長
陸
徴
祥
に
警
告
を
与
え
て
い
た
が
、
本
省
に
対
し
そ
の
報
告
の
中
で
左
の
意
見
を
具
申
し
た
。
…
…
昨
今
日
本
国
ヨ
リ
ノ
報
道
ト
シ
テ
東
京
一
一
於
テ
支
那
人
ヲ
招
待
シ
宴
会
等
ノ
催
モ
頻
々
行
く
レ
ッ
ッ
ア
ル
ャ
ノ
記
事
ヲ
褐
ヶ
当
地
方
各
新
聞
何
レ
モ
罵
言
潮
笑
ソ
批
評
ヲ
褐
ケ
サ
ル
ナ
ク
現
在
ノ
加
ク
支
那
人
心
ノ
排
日
的
気
勢
力
絶
頂
ニ
達
シ
タ
ル
際
二当リテハ我国朝野一般ノ支那一一対スル態度〈最モ慎
重
二
且
十
分
冨
具
ヲ
要
ス
ル
事
〈
申
迄
モ
ナ
キ
義
ナ
ル
カ
如
斯
際
二
余
り
際
立
チ
テ
社
交
上
其
他
ノ
事
柄
二
関
シ
見
エ
透
キ
タ
ル親善的一一一一口動ヲ弄スル事〈徒ラーー軽侮ノ念卜噸笑ノ評
ト
ヲ
招
ク
ニ
過
キ
サ
ル
ャ
ト
感
セ
ラ
ル
就
テ
ハ
此
際
〈
勉
メ
テ
我
方
二
於
テ
平
静
ノ
態
度
ヲ
持
シ
不
必
要
ナ
ル
宴
会
ノ
催
シ
観
光団ノ旅行等〈可成当国人心ノ鎮静スル迄之ヲ見合セ
可然カトモ思考スル・…・・我国新聞紙上其他ノ言論〈此
際
成
ル
ペ
ク
支
那
人
ク
感
情
ヲ
興
奮
セ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ナ
キヲ期シ以テ自然冗進セル感情ノ鎮静ヲ侍シ外ナヵル
法
政
史
学
第
四
十
三
号
一○○
（６）
ベン・・：・・
この日置の意見具申に対して本省は何ら答える処なく、
五月一二日に至って中国南部を中心に排日貨運動が高まっ
ていることを憂慮して、その妨圧方を北京政府に要請する
（７）
よう日置にあて訓令を発した。
この訓令に基づき、一三日日置は陸徴祥と会談した。席
上日置は北京政府の今後の措置について質問した処、陸は
排日の原因は「主トシテ最後通牒〈無限７国辱ナリトスル
ニ在ルト同時一一条約内容未夕発表セラレサルタメ条文二（（ママ）
領土割譲主権喪失等不都〈口極マル取極事項アリトノ猯摩憶
測ヲ暹フシ之一一詞ヲ籍リ排日ノ気歌ヲ煽動シッッァル」の
で、依テ連カニ条約調印ノ上之ヲ公表スルト同時一一篇ト
説明シ以テ民心ノ緩和ヲ計り一面地方官へ〈必要ノ訓令ヲ
（８）
与へ取締ノ実ヲ拳ケシムル方針」と答膳えた。
陸はさらに言及して、中国側の民心鎮定と共に「日本側
二於テモ民間言論界一一於テ濫リニ支那ノ人心ヲ刺戟興奮セ
シムルカ加キ論議ヲ取締り両々相侯テ有終ノ効果ヲ収メタ
（９）
キモノナリ」と述べ、以て迅速に和平解決の運に至らしめ
んことを切望した。日本言論界の件は前述の意見具申と同
趣旨でもあり、日置はこの会見報告の中で陸の意見を「至
（、）
極同感」とし、「首肯スペキ価値アルモノ」と申派鯵えた。
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な
お
、
会
談
の
中
で
問
題
と
さ
れ
た
二
十
一
ケ
条
要
求
の
条
約
化
は
、
こ
れ
よ
り
三
日
後
の
五
月
二
五
日
、
北
京
に
お
い
て
調
印
さ
れ
た。しかし排日運動は五月下旬になり愈々盛んとなり、中国
各
地
の
領
事
館
よ
り
本
省
に
あ
て
商
況
停
滞
の
電
報
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
電
報
の
中
に
天
津
総
領
事
松
平
恒
雄
の
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
直
隷
巡
按
使
朱
家
宝
を
訪
い
、
一
層
厳
重
な
る
取
締
り
を
要
請
に
及
ん
だ
会
見
模
様
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
朱
の
「交渉解決後中央政府ヨリモ地方人心ノ鎮撫方一一関シテ再
三
ノ
内
訓
ア
リ
タ
ル
モ
要
〈
邦
交
二
障
害
ア
ル
行
為
〈
充
分
二
取
締
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
モ
之
レ
ガ
手
段
厳
酷
二
失
シ
テ
反
テ
人
民
ヲ
激
昂
セ
シ
メ
其
結
果
廷
ヒ
テ
匪
徒
二
乗
ス
ベ
キ
機
会
ヲ
与
フ
ル
ガ
如
キ
コト最モ槙マサルベカラザル点ナリ」とする一一一一口をとらえ
て
、
松
平
は
「
日
置
公
使
ノ
警
告
後
ト
雛
モ
支
那
政
府
二
於
テ
誠
意
ヲ以テ厳重二取締方ヲ地方官一一訓令セル様ニモ思〈レス」
とし、「今後万一当地ノ排日運動ガ激烈ニナルコトアル一一
於テ〈更一一厳重取締方ヲ繰返スモ効力充分ナラズト思考セ
ラレ侯一一就キ右様ノ場合二先方ヲ動カスニ足ル具体的警告
ノ
方
法
ヲ
考
究
シ
置
ク
必
要
可
有
之
カ
ト
被
存
候
」
と
の
意
見
を
兵
（、）
申した。この時期本省で松平の一一一戸う「具体的警告」の考究
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、
北
京
政
府
の
取
締
り
に
誠
意
大正年間日本外務当局の中国排日運動への対応方針（富塚）
が
承
ら
れ
な
い
と
す
る
上
申
は
松
平
の
外
、
漢
口
総
領
事
瀬
川
浅
之
進
等
よ
り
も
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
六
月
八
日
外
相
加
藤
は
（ｕ）
日
撮
に
対
し
再
度
の
厳
談
方
を
訓
令
し
た
。
しかるに日置は翌九日、厳談に反対する左の回電をなし
た。
……支那政府一一於テハ六月六日既二最モ厳重ナル訓令
ヲ各地方官憲一一発シ排日取締万一一関シ種々苦慮シ居ル
次第ナレ（此際余り早急一一支那当局者ヲ頁のｍのスルモ
如
何
ア
ル
ヘ
キ
ャ
脳
来
得
へ
ク
ン
バ
今
暫
ク
前
記
取
締
訓
令
ノ
効果如何ヲ見ダル上ノ事一一シテハ如何カト思料セラル
此
際
中
央
政
府
ヲ
シ
テ
余
リ
ニ
訓
令
ヲ
濫
発
セ
シ
ム
ル
モ
其
効
果
（
必
ス
シ
モ
予
期
ノ
加
ク
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
キ
事
情
モ
有
之
へ
ク
元来排日取締二付テハ本使ノ見ル所ニテ〈中央当局一一
於
テ
十
分
誠
意
ヲ
ｕ
テ
苦
慮
シ
届
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
レ
…
…
既
二中央政府ニモ又地方二於テモ相当誠実一一取締方法ヲ
識シ届ルー一拘〈ラス今尚所期ノ効果ヲ収ムルコトヲ得
サル〈官憲ノミノカーーテ〈容易一一排除シ難キ原因他二（田）
伏在スルモノァルニ因ルト認メサルヲ得サルヘシ…．：
日置として北京政府の誠意を認めた上で、今回の排日運
動は「従来ノ場合ト梢ャ其趣ヲ異一一シ其根抵モ深ク且広ク
各地方二行一日一リ居ル次第ナルヲ以テ其気勢急速一一収マリ兼
一
○
一
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ヌ」ろとの観測があり、故に「何分ニモ時日経過ヲ侍テ成
ル
ヘク外部ヨリ刺戟ヲ加フルコトヲ避ヶ徐ロ一一人心ノ平静
（腔）
二赴クヲ期スル外策ナカルヘ」しと考鯵えたのであった。
こ
の
日
置
稟
電
に
よ
り
本
省
も
暫
く
取
締
り
要
請
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
各
地
の
排
日
が
「
救
国
貯
金
国
貨
提
唱
等
ノ名ノ下二裏面二於テ我一一対シ種々不穏ノ画策ヲ為シ」て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
六
月
一
六
日
外
相
加
藤
は
日
置
に
対
し
、
「
日
本
〈
是
迄
ノ
如
キ
表
面
ノ
ミ
ノ
鎮
静
ニ
テ
ハ
断
シ
テ
満
足
ス
ル
コトヲ得サル次第ヲ篤卜会得セシメ更一一大総統ヨリ各地一一
一
旦
リ日貨排斥ガ名義ノ如何二拘ラス結局支那自国ノ為ニモ
不利ナル所以ヲ明ニシ速一一日本人トノ取引ヲ旧二復スルコ
ト
肝
要
ナ
リ
ト
ノ
趣
意
ノ
布
達
ヲ
発
シ
救
国
貯
金
〈
勿
論
国
貨
提
唱
ノ
加
キ
モ
ノ
ト
錐
筍
モ
排
日
的
傾
向
ヲ
有
ス
ル
計
画
〈
断
然
鎮
滅
ヲ
（胆）
計
ル
様
厳
談
」
せ
よ
と
の
訓
令
を
発
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
厳
談
見
合
わ
せ
を
唱
え
た
日
置
も
、
六
月
一
八
日
陸徴祥へ取締り方を要請した。しかし陸は六月一一三日の日
置
と
の
会
談
に
お
い
て
北
京
政
府
の
困
難
な
る
立
場
を
酌
量
し
て
ほ
し
い
と
哀
訴
懇
願
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
日
置
は
席
上
、
日
本
の
申
入
れ
に
対
す
る
回
答
と
し
て
は
極
め
て
不
満
足
な
る
こ
と
を
告
げ
、
さ
ら
に
厳
重
取
締
り
の
実
行
を
要
請
し
た
。
と
り
わ
け
北
京
商
務総会の撤文取消しの件では、「若シ支那政府二於テ此位
法政史学第四十三号
ノ措置ヲ執ルコト出来ストァラ〈之し即チ貴国政府力右商
務総会通電ヲ是認セリト認ムヘキモノニシテ同時一一日貨排
斥ヲ鎮圧スルノ誠意ナキモノト解釈スルノ外ナシ」と諾寄
（肥）
った。この日置の厳談が功を奏し、六月二五日には北京商務総
会が激文を取消す「睦隣」通電を各省商務総会に発し、ま
た北京政府も同月二九日付大総統申令を以て排日運動取締
り方を訓令した。概ね日本側の主張が通った形での中国側
の対応であった。
しかしこれがそのまま排日運動の終息に繋がったわけで
はなかった。七月五日付日置報告には、大総統申令が「帝
国政府警告ノ結果ナルコト外間二漏し之レヵ為当地方支那
（Ⅳ）
人
排
日
ノ
感
想
〈
却
テ
強
烈
ト
ナ
リ
タ
ル
ャ
ノ
観
有
之
」
と
あ
っ
た。日置はさらにこの報告の中で、大総統真世凱がその要路
者に語った言を情報筋より得て上申に及んだ。
日本〈此際支那一一対シ種女施設ヲ試ミ排貨風潮ヲ終煩
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
〈
徒
ラ
ニ
国
民
ヲ
シ
テ
反
感
ヲ
増
長
セ
シ
ム
ルー一過キサルヘク日本〈此際相黙シテ排貨ノ事ヲロニ
セ
サ
ル
方
得
策
ナ
ラ
ン
殊
一
一
日
本
言
論
界
ニ
テ
自
ラ
日
本
対
支
貿
易
７
不
況
ヲ
記
載
ス
ル
カ
加
キ
ハ
支
那
人
ヲ
シ
テ
好
奇
心
ヲ
○
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起サシムル結果ヲ生スルノミ子（哀）〈日本ヨリ警告
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
其
警
告
タ
ル
ャ
徒
ラ
ニ
支
那
ヲ
桐
嚇
ス
ル
ノ
ミ
ニテ衷心ヨリ友誼的態度ヲ以テ其利害ヲ具体的一一説明
スルヵ如キ温情ナシ予〈駐日陸公使ヨリ日本首相及外
（旧）
相ノ温キ警告アリタル報生ロー接セス云女
こ
の
日
置
公
信
を
本
省
が
接
受
し
た
の
は
七
月
一
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
七
月
下
旬
に
な
り
排
日
運
動
も
漸
く
下
火
と
な
り、各地領事館より運動緩和の報告が本省に届けられた。
外相加藤は七月一三日さらに排日団体取締りに関し厳談方
を
訓
令
し
、
こ
れ
を
受
け
て
日
置
は
二
六
日
に
陸
と
会
談
し
た
が
、
こ
れ
以
降
厳
談
訓
令
は
出
さ
れ
ず
、
排
日
運
動
は
九
月
に
は
ほ
ぼ
終
息した。
さ
て
こ
こ
ま
で
の
外
相
加
藤
と
公
使
日
置
の
や
り
と
り
を
み
て
ふ
る
と
、
二
人
の
問
、
換
言
す
れ
ば
本
省
と
北
京
公
使
館
の
間
に
明
ら
か
に
意
見
の
齪
齢
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は排日運動の原因である一一十一ケ条要求について何ら言及
す
る
と
こ
ろ
な
く
、
ま
た
北
京
政
府
の
立
場
を
考
慮
す
る
こ
と
も
な
く
、
只
友
取
締
り
方
厳
談
の
訓
令
を
の
み
繰
返
す
本
省
の
頑
な
な
姿
勢である。これに対し北京政府と面接交渉に当る公使館が
十
分
そ
の
苦
衷
を
酌
量
し
て
い
る
点
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
貢
世
凱
の
言
を
公
信
に
含
ん
で
上
申
し
た
日
置
の
意
図
大正年間日本外務当局の中国排日運動への対応方針（富塚）
第一次世界大戦の終結に伴い、一九一九（大正八）年一
月
一
八
日
よ
り
開
か
れ
た
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
に
お
い
て
、
中
国
は日本の対華二十一ケ条要求の取消しと山東名旧ドイツ権
益
返
還
を
要
求
し
た
。
し
か
し
会
議
参
加
の
列
国
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
小
国
の
反
対
を
押
切
っ
て
山
東
権
益
の
日
本
へ
の
譲
渡
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
激
昂
し
た
北
京
の
学
生
約
二
千
名は五月四日、山東権益の返還や親日官僚失責罷免を要求
す
る
デ
モ
を
行
な
い
、
さ
ら
に
交
通
総
長
斡
汝
粁
邸
を
放
火
し
、
偶
女
同
邸
に
い
た
帰
国
中
の
駐
日
公
使
章
宗
祥
を
襲
撃
し
て
負
傷
さ
せ
た
。
五
・
四
運
動
の
始
ま
り
で
あ
る
。
運
動
は
以
後
全
国
に
波
及
し、学生のみならず労働者、商工業者を含む大衆運動とな
り
、
こ
れ
を
機
に
排
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
発
生
し
た
。
五
月
七
、
九
両
にも意味深長なものがあったと言えよう。
ともかくも九月には排日運動が終息したこともあって、
この両者の排日運動への対応に関する意見の齪齢について
何ら決着をみることはなかった。しかしこの時期の本耕と
公
使
館
の
意
見
の
対
立
は
、
以
後
の
排
日
運
動
へ
の
日
本
の
対
応
方
針
を
考
え
る
上
で
、
全
く
関
連
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
ことは次章で明らかにすることにしよう。
二
大
正
八
年
・
外
相
内
田
六
・
二
訓
令
と
福
州
事
件
一
○
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日
の
国
恥
記
念
日
も
大
正
四
年
以
来
「
歳
月
を
経
る
に
随
ひ
毎
年
の
紀
念
会
屯
幾
ん
ど
廃
絶
に
帰
せ
ん
と
す
る
傾
向
有
り
し
に
、
此
次
青
（旧）
島
問
題
に
て
忽
ち
復
活
し
来
り
」
と
い
っ
た
情
勢
で
、
以
後
中
国
各
地
で
排
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
徹
底
的
に
行
な
わ
れ
、
綿
糸
・
綿
布
の
新
契
約
は
完
全
に
停
止
し
、
日
本
製
の
マ
ッ
チ
・
紙
・
雑
貨
類
は
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
こ
の
事
態
に
対
し
公
使
小
幡
酉
吉
は
一
再
な
ら
ず
北
京
政
府
に
警
告
を
与
え
取
締
り
方
を
要
請
し
た
。
し
か
し
中
国
官
憲
の
取
締
り
の
実
は
一
向
に
上
ら
ず
五
月
二
五
日
に
は
取
締
り
を
命
じ
た
大
総
統
今
し
出
さ
れ
た
が
排
日
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
間
、
蕪
湖
、
常
徳
、
沙
市
、
饒
州
、
広
東
等
各
地
で
排
日
暴
行
事
件
が
発
生
し
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
承
な
ら
ず
居
留
民
同
身
に被害が及ぶに至った。南京では居留民会の請願書が度女
領
事
館
に
寄
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
「
支
那
警
察
官
ノ
保
護
〈
充
分
ナ
ラ
ズ
シ
テ
騒
擾
ヲ
傍
観
ス
ル
加
キ
状
態
ナ
リ
以
後
尚
此
ソ
加
キ状態ヲ継続スルーー於テハ遺憾ナガラ支那官憲一ノ保護不充
分ナルモヅノト認メ適当ノ方法ヲ以テ日本人自ラ保護ノ任一一
（卯）
当ルコトァルャモ計り靴キ」｜云々の字句も糸塵えた。
で
は
こ
の
よ
う
な
憂
慮
す
べ
き
情
況
の
下
、
外
務
当
局
は
排
日
運
動
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
対
応
し
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
。
ｏ
ぅ
力 法
政
史
学
第
四
十
三
号
大
正
八
年
六
月
二
日
、
外
相
内
田
康
哉
は
在
中
国
各
領
事
に
あ
て
排
日
運
動
に
対
す
る
措
置
方
と
し
て
左
の
訓
令
を
発
し
た
。
此
次
支
那
排
日
運
動
ノ
直
接
ノ
動
機
〈
山
東
問
題
ナ
ル
モ
他
ノ
ー
方
二
於
テ
〈
従
来
我
対
支
政
策
及
行
動
力
武
断
的
侵
略
的
ナ
リトノ感想ヲ支那官民二抱力シメ更一一又一般一一邦人ノ
支那人一一対スル態度力絶エス支那人ソ感情ヲ刺激シタ
ルモノァルニ胚胎セル〈争うヘカラス思う一一日支間ノ
関
係
ヲ
改
善
ス
ル
（
両
国
ノ
為
等
シ
ク
緊
切
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
東洋ノ平和維持一一対シテ重大ナル責任ヲ負担スル帝国
ノ当然ノ義務一一属ス此ノ見地ヨリシテ政府〈先第一二
山東問題一一関シ講和条約ノ効力ヲ生スルヲ俟チ直二青
島ノ還附及之二附随セル話問題ヲ支那政府卜協議ヲ開
始
ス
ル
ノ
方
針
ヲ
執
ル
ト
共
二
桁
壬
支
那
朝
野
ノ
正
当
ナ
ル
希
望
一
一
対
シ
テ
ハ
帝
国
政
府
〈
飽
迄
公
正
無
私
ノ
精
神
ヲ
以
テ
之
ヲ援助スルーー努メ以テ徐ロー日支関係，改善ノ目的ヲ達
（
マ
マ
）
成
セ
ム
ト
ス
就
シ
テ
貴
官
〈
如
上
ノ
趣
』
日
ヲ
体
シ
現
時
ノ
風
潮
一一対シテハ支那当局二対スル取締要求等固ヨリ臨撲ノ
措置ヲ必要トスルモ之力為支那官民一一圧迫ヲ加へ漫リ
ニ反感ヲ挑発スルヵ加キハ厳一一之ヲ避ヶ冷静二事態ヲ
観察シ支那官憲一一対シテハ常二良好ノ関係ヲ保チ直接
間接前記帝国政府ノ真意ヲ篤ト了解セシムルニ努メ邦
一○四
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人
二
対
シ
テ
ハ
右
政
府
ノ
方
針
卜
順
応
ス
ル
様
適
当
一
一
之
ヲ
指
導
セ
ラ
レ
度
若
シ
日
支
両
国
民
間
一
一
被
害
衝
突
等
ノ
事
故
発
生
シタルトキハ迅速且公平一一処理セラルルコトヲ要ス時
（Ⅲ）
局ノ成行一一顧ミ右為念申進ス
こ
の
外
相
内
田
六
・
二
訓
令
は
、
そ
の
捺
印
を
見
る
と
政
務
局
第
一
課
長
小
村
欣
一
以
下
課
員
の
印
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
小
村
を
中
心
と
し
て
政
務
局
第
一
課
で
作
案
さ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
さてこの六・二訓令をゑてふると、今回の排日運動の基
因
と
し
て
山
東
問
題
、
日
本
人
の
中
国
人
に
対
す
る
態
度
と
共
に
、
従
来
の
日
本
の
対
中
「
武
断
的
侵
略
的
」
政
策
を
挙
げ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
外
務
省
記
録
の
中
に
大
正
八
年
五
月
二
八
日
付
「
支
那
排日運動ノ情況」なる蒟蒻刷の小冊子がある。この小冊子
は作成者の名は記されていないが、文面文意よりして六・
二訓令の基となっていると思われ、従って政務局第一課作
成と思われる。この「支那排日運動ノ情況」では、「武断的
侵略的」政策をさらに明確に「満蒙及山東二関スル条約ノ
圧迫的取極及南北両者武力紛争ノ当時日本ヨリ北方軍隊一一
ノミ兵器ヲ供給セルノ観アリシ事実並――西原借款軍事協定
等毎一一帝国政府二於テハ所謂北方軍閥ノミヲ援助スルモノ
ナリトノ非難各方面一一喧伝セラルルニ至りダル為メ日本二
（皿）
対スル悪感益々一同潮二達シタル」と具体的説明がなされて
大正年間日本外務当局の中国排日運動への対応方針（富塚）
いる。大正
七
年
九
月
寺
内
内
閣
の
後
を
受
け
て
成
立
し
た
原
敬
内
閣
は
対
中
国
政
策
に
つ
ぎ
、
従
来
の
北
方
軍
閥
偏
重
の
外
交
を
改
め
て
南
北両派の自主的統一を期待する新たな対中国外交をめざし
た
。
従
っ
て
六
・
二
訓
令
の
背
景
に
も
こ
の
新
方
針
が
あ
り
、
そ
の
脈
絡
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
六
・
二
訓
令
で
注
目
す
べ
き
は
、
後
段
の
具
体
的
措
糧
と
して「支那官民一一圧迫ヲ加へ漫リニ反感ヲ挑発スルカ如キ
ハ
厳
一
一
之
ヲ
避
ヶ
冷
静
二
事
態
ヲ
観
察
シ
支
邦
官
憲
二
対
シ
テ
ハ
常
一一良好ノ関係ヲ保」てとしている点である。
前述の小冊子「支那排日運動ノ情況」には、「運動一一対
ス
ル
支
那
官
憲
ノ
取
締
振
（
地
方
一
三
リ
寛
厳
ノ
差
異
ア
リ
ト
雌
大
体
二
於
テ
遺
憾
ナ
キ
モ
ノ
ノ
如
シ
」
と
の
評
価
が
あ
り
、
「
其
因
テ
来ル所既往数年以来ノ事態二雑凶スルー一顧ミ之ヲ急速一一鎮
定
セ
シ
ム
ル
コ
ト
〈
支
那
時
局
ノ
紛
糾
混
乱
ノ
現
状
一
一
照
ラ
ス
モ
容
（函）
易一一行ハレ難ク」との調い識の下、右措假案が定められたの
であった。
こ
こ
で
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
前
章
で
述
べ
た
公
使
日
置
益
の
電
文
に
見
ら
れ
る
北
京
公
使
館
の
考
え
方
で
あ
る
。
す
な
わち六・二訓令の措置案が極めて大正四年時の北京公使館
の
考
え
方
に
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
一○五
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前章において大正四年の意見が以後の日本の対応方針を
考
え
る
上
で
全
く
関
連
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
そ
れ
は
以
下
の
経
緯
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
原
敬
内
閣
は
外
相
内
田
の
下
、
従
来
の
対
中
国
政
策
を
改
め
、
新
方
針
で
臨
む
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
新
方
針
は
公使小幡酉吉が北京赴任以前、本省で政務局長の職にある
際
に
、
同
局
第
一
課
長
小
村
欣
一
、
同
一
課
主
席
事
務
官
木
村
鋭
市
（型）
と
の
鳩
首
検
討
の
結
果
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
小
幡
は
原
内
閣
に
外
相
と
な
っ
た
内
田
に
一
ヶ
月
し
か
仕
え
て
い
な
い
が
、
こ
の
一
ヶ
月
間
に
新
方
針
を
作
成
、
た
だ
ち
に
北
京
に
赴
任
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
小
幡
は
政
務
局
長
以
前
は
北
京
公
使
館
に
書
記
官
及
び
参
事
官
と
し
て
大
正
三
年
五
月
よ
り
約
二
年
半
在
勤
し
、
大
正
四
年
の
排
日
運
動
の
際
は
、
公
使
日
置
の
下
に
こ
れ
を
補
佐
し
て
い
た
。
従って静観策を唱えた公使日置の考え方は熟知していたで
あ
ろ
う
し
、
そ
の
小
幡
と
新
方
針
を
検
討
し
た
小
村
が
中
心
と
な
っ
て
六
・
二
訓
令
を
起
案
し
、
し
か
も
そ
れ
が
大
正
四
年
の
北
京
公
使
館
の
考
え
方
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
継
続
性
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
小
幡
を
仲
介
と
し
て
大
正
四
年
の
北
京
公
使
館
の
静
観
策
が小村に受け継がれたと考えるのである。
さ
て
こ
う
し
て
大
正
八
年
の
排
日
運
動
に
対
す
る
日
本
の
方
針
は
法政史学第四十三号
作定されたが、実際の運動は容易に収まらず、遂に北京政
府
は
六
月
一
○
日
に
曹
汝
謀
以
下
親
日
三
要
人
を
罷
免
し
た
。
こ
れ
（弱）
により罷市等も静穏に帰しつつあったが、一方山東還付に
つ
い
て
は
犬
総
統
府
に
請
願
団
が
詰
め
か
け
る
な
ど
依
然
と
し
て
根
強く、北京政府は篝ヘルサイュ講和条約調印を拒否するに至
っ
た
。
そ
し
て
七
月
以
降
も
漸
次
下
火
と
な
り
な
が
ら
も
排
日
運
動
は
継
続
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
月
一
六
日
に
福
州
で
起
き
た
日
中
の
衝
突
事
件
が
運
動
を
再
然
さ
せ
、
長
期
化
さ
せ
た
。
そ
れ
ま
で
も
打
続
く
排
日
の
中
、
業
を
煮
や
し
た
在
留
邦
人
と
中
国
人
と
の
間
に
衝
突
が
ふ
ら
れ
た
が
、
こ
の
福
州
事
件
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
事
件
は
排
日
運
動
を
な
す
中
国
学
生
を
懲
らしめんと福州の居留氏が仕一組んだ計画的なものであるこ
とが日中共一同調査のため派遣された外務書記官松岡洋石に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
も
そ
の
計
画
は
単
に
学
生
を
捕
え
る
程
度
を
超
越
し
、
か
な
り
積
極
的
に
暴
行
を
遂
げ
、
さ
ら
に
領
事
館
員
の
中
に
計
画
に
つ
ぎ
事
前
に
相
談
を
受
け
て
い
た
者
が
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
本
省
を
惜
然
と
さ
せ
た
。
松
岡
は
こ
の
報
告
の
最
後
を
、
「
五
月
以
来
日
貨
排
斥
ノ
暴
挙
二
苦
メ
ル
当
地
在
留
ノ
邦
人
及
籍
民
等
〈
念
憤
激
シ
来
リ
日
貨
保
護
ノ
計
画
ヲ
立
テ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
三
派
ア
リ
寧
ロ
本
件
計
画
〈
就
中
最
モ
穏
健
二
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
当
時
ノ
情
勢
殊
二
支
那
官
憲
二
於
テ
何
等
有
効
ナ
ル
取
締
ヲ
為
サ
ザ
リ
一○六
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一九一一一一一（大正一二）年一一一月一一六日は、帝政ロシアが旅
順
・
大
連
を
租
借
し
て
か
ら
、
そ
の
期
限
の
二
五
年
目
に
あ
た
る
。
中
国
側
で
は
大
正
四
年
条
約
に
よ
る
旅
大
租
借
期
限
の
九
九
ヶ
年
延
長
を
認
め
ず
、
期
限
満
了
を
以
て
旅
大
を
回
収
し
よ
う
と
す
る
空
気
が
強
か
っ
た
。
中
国
議
会
で
は
大
正
二
年
秋
頃
よ
り
大
正
四
年
条
約
の
無
効
性
が
論
議
さ
れ
、
衆
参
両
議
院
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
無
効
と
す
る
決
議
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
中
国
外
交
部
は
、
大
正
二一年一一一月一○日に外相内田康哉にあて大正四年締結の日
中条約廃棄を通告してきた。この通告の中には旅大回収要
シ事態一一顧ミ何等力斯ル企図ヲ為スコト又已ムヲ得ザル箙
ナ
シ
ト
セ
ズ
但
シ
本
件
計
画
首
脳
者
等
二
於
テ
脚
力
思
慮
ヲ
欠
ケ
ル
（妬）
点
〈
遺
憾
ナ
ガ
ラ
之
ヲ
認
メ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
結
局
福
州
事
件
は
翌
大
正
九
年
二
月
一
一
一
日
、
公
使
小
幡
よ
り
外
交
総
長
顔
恵
慶
に
対
し
本
件
発
生
を
遺
憾
と
す
る
照
会
公
文
を
発
し
、
顔
恵
慶
が
こ
れ
に
対
し
福
州
地
方
に
お
い
て
排
貨
風
潮
の
発
生
に
伴
い
、
中
国
側
に
時
々
範
囲
を
軟
出
す
る
行
動
の
あ
っ
た
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
旨
公
文
回
答
を
な
し
、
日
本
側
よ
り
慰
籍
金
を
給
与
し
（〃）
て
解
決
し
た
。
そ
し
て
排
日
運
動
も
福
州
事
件
の
解
決
に
伴
い
、
大
正
一
○
年
の
初
め
漸
く
終
息
し
た
。
三
大
正
一
一
一
年
・
主
管
の
明
確
化
と
外
相
内
田
五
・
一
五
訓
令
大正年間日本外務当局の中国排日運動への対応方針（富塚）
求
も
含
ま
れ
て
お
り
、
日
本
と
し
て
は
当
然
不
承
認
の
姿
勢
を
示
し
、
三
月
一
四
日
そ
の
旨
回
答
し
た
。
そ
の
後
日
本
側
で
は
、
廃
棄
通
告
不
承
認
に
よ
る
中
国
各
地
の
排
日運動の動向について注目していたが、意外にも各地より
の
報
告
は
排
日
の
気
勢
盛
り
上
ら
ず
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
日
本
側
がその動きを注目していた五月七日及び九日の国恥記念日
も
、
広
東
、
済
南
、
上
海
、
漢
口
等
す
べ
て
気
勢
上
ら
ず
で
一
致
し
（肥）
ていた。
し
か
し
外
務
省
中
央
で
は
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
も
慎
重
で
あ
り
、
い
つ
運
動
が
高
揚
し
な
い
と
も
限
ら
ず
と
し
て
そ
の
対
応
策
を
練
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
外
務
省
中
央
は
ま
ず
排
日
運
動
に
つ
き
初
めてその主管を明確にした。すなわち「支那排日問題主管
打合」によると、
一、日貨抵制国貨提唱等什一ケ条廃棄問題一一関スル支
那ノ排日問題〈通商局主管（商略二面接ノ影響ヲ及
ホスモノナルー一付商報課）トシ之二関スル措置、訓
令、公表（公表〈通商ノ見地一一韮ク分）〈通商局ニ
テ
起
案
シ
亜
細
亜
局
二
協
議
ス
ニ
、
邦
人
ノ
生
命
身
体
二
対
ス
ル
加
害
又
〈
居
住
二
対
ス
ル
直
接／脅威及不測ノ暴行紛争事件発生ノ場合ノ応急及
善
後
処
分
一
一
就
テ
ハ
亜
細
亜
局
二
於
テ
主
管
シ
措
置
訓
令
ヲ
一○七
Hosei University Repository
法政史学第四十三号（四）
同局ニテ起案シ通商局一一協議ス
と決められた。前章で述べたように大正八年の段階では対
応策は政務局（大正八年一○月一一一一一日に煎細亜局と欧米局
に分れた）の第一課において考究されていたが、この大正
二一年になって一般排日問題については通商局商報課が主
管することとなったのである。
なおこの「打合」がいかなる出席者の下でいつ行なわれ
たのかは不明だが、次に挙げる排日運動緩和措置方に関す
る五月一五日付在中国各領事宛外相内田訓令が通商局商報
課長村上義温を主任としており、その起案が五月五日であ
ることから、「打合」の日付は五月五日以前と思われる。そし
て主管が定まると早速商報課で措置案が作成されたのであ
ろう。長文ながらその内田五・一五訓令全文を左に挙げる。
今次什一ケ条廃棄問題一一伴上支那各地一一発生セル日貨
排斥乃至経済関係断絶等ノ運動〈之ヲ通観スルニ今日
マテノ処其方法必シモ激越ナラズ商民概シテ冷淡ノ態
度ヲ持シ官民一般一一目的達成上ノ自信ヲ欠キ加キ加フ
ル二政情ノ不安定一一由り各地方夫を立場ヲ異ニシ特二
満州一帯二於テ比較的平静ヲ保チ居レル等ノ点一一於テ
前回ノ排日運動卜其趣ヲ異ニスルモノアルャニ認メラ
レ本邦当業者側一一於ケル仕入ノ手控等ト相俟テ幸ニシ
テ未夕署シキ影響ヲ我対支邦貿易一一及ポスニ至ラザル
処他面各官ノ報告ヲ綜合スルニ該運動〈漸次具体的ト
ナリ又各地一一禰漫ノ兆アルノミナラズ其当初二於テ微
温的ナル丈ヶ却テ永続性強カルベク仮令一地一一於テー
（ママ）
時終偲ノ観ヲ呈スルモ或〈他地ノ運動二刺撃セラレ或
〈政争其他ノ偶発的事故二関連シテー部人士ノ為〆一一
煽動利用セラルル等一一因り容易二再燃激成セラレ如此
ニシテ支邦各地ヲ通シ執勧ニシテ間欺的ナル運動ヲ統
ヶ久キー亘テ決定的終煩ヲ見難キ虞無キー非ズ果シテ
然ラ（我輸出業者〈実際取引上多大ノ不安ト困惑ヲ感
スルコトトナリ曳テ熾烈ナル前回ノ排貨一一此シテ更二
深刻ナル不利ト不便トヲ蒙ルー一至ルベク而カモ我対外
貿易ノ現勢〈大正八九年当時ト異り南洋南阿其他ノ市
場一一対スル輸出不振ノ結果対支輸出ノ地位愈重キヲ加
へ来レルノミナラズ支那二於ケル国貨提唱ノ実果軽視
ヲ許サズ且又支那官民ヲシテ常二排貨及之二類似ノ運
動一三リ不当ノ主張ヲ達成シ得ルャノ観念ヲ砲カシム
ルコト将来ノ為〆甚ダ面白力ラザルモノァリ秀女今次
排日運動一一就テハ我二於テ眼前ノ事情二捉〈レズ慎重
ニシテ万全ナル措置ヲ執ル必要アリト被認ルル次第一一
有
之
候
一○八
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大正年間日本外務当局の中国排日運動への対応方針（富塚）
而テ右措置一一就テ〈各地夫々事情ヲ異ニシー概二論ン
難ク又既一一貴官二於テ適当御取計ノ儀一一モ有之候処執
レニスルモ主義トシテ目一面鎮圧取締一一就テハ地方責
任官憲ヲシテ励行ソ要ヲ充分自覚セシメ他面民衆ノ各
種排日運動一一対シテ〈我官民一般二於テ之ヲ黙殺重視
（ママ）
セサルノ態度ヲ執り阻止ヲ謀リテ却テ糧ヲ敵二仮スヵ
加キ結果ヲ来スヲ避ケロ在留邦人一一対シテハ厳二其挙
措行動ヲ慎ミ筍クモ不測ノ事端ヲ醸シ又〈災害一一逢着
ス
ル
ノ
虞
ア
ル
カ
加
キ
危
険
ヲ
胃
ス
ヲ
避
ヶ
排
日
ノ
ロ
実
ヲ
与
へ
又
〈
其
気
勢
ヲ
激
発
ス
ル
事
無
キ
様
充
分
ノ
注
意
ヲ
払
ハ
シ
メロ問若シ該運動ニシテ支那人相互間一一於ケル行動ヲ
超へ直接本邦人又〈其事業財産等一一対シ何等暴行乃至
阻
害
ヲ
与
フ
ル
一
一
至
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
事
ノ
大
小
ヲ
問
ハ
ズ
直
チ
ニ
真
相
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
後
日
ノ
証
左
ヲ
作
り
同
時
二
責
任
官
憲
一一対シ厳重善後措置ヲ要求シ早キー於テ成ルベク機密
二処理シ民衆一一対シテ論議ノ余地ヲ与ヘズシテ解決ヲ
計り且平素四排日運動ノ消長、経路、組一織、資源、関
係
者
等
一
一
就
テ
充
分
ニ
シ
テ
公
平
ナ
ル
観
察
ヲ
加
へ
之
ヲ
本
省
並関係各館相互一一通報シ又所在当業者ヲシテ支那顧客
卜内密ノ速絡ヲ保持セシメ実際取引ノ各種便法一一付充
分
ノ
研
究
ヲ
為
シ
其
結
果
ヲ
当
方
二
通
報
シ
テ
排
貨
一
一
由
ル
損
害軽減ヲ容易ナランメ又後日調査ノ参考タランムル等
ノ取計〈蒜シ必要ニシテ有益卜被認候一一就テハ右方針
ニョリ御措侭相成度右諸般ノ措置（大体貴官二於テモ
適宜施行セラレ届ルコトト思考致サレ候得共上記ノ加
ク
今
次
排
日
運
動
ノ
或
〈
比
較
的
間
献
永
続
性
ヲ
帯
フ
ル
ナ
キ
ャ
ヲ
恐
レ
引
続
キ
前
叙
ノ
方
針
ヲ
ｕ
テ
衝
二
当
ラ
ル
ル
様
配
置（知）
方必要且有効ト被為存為念申進候条右一認承相成度候也
この訓令は通商局商報課長村上義紐を主任として同課で
起
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
成
案
と
な
る
ま
で
に
は
犬
幅
の
書直しを迫られた。
例
え
ば
起
案
に
は
「
適
当
／
機
会
二
於
テ
表
立
タ
サ
マ
ル
方
法
ニ
ョリ所謂経済絶交ガ必シモ帝国ノミノ死活一一影響スルモノ
ニ非ル所以ヲ計数ニョリ具体的一一宣伝シ其却テ支那ノ為メ
（皿）
二不得策ナル所以ヲ広クー詠解セシ」めよとあったが削除さ
れ
た
。
こ
の
上
欄
に
は
「
余
リ
ニ
痩
加
慢
ノ
議
論
ノ
様
ニ
テ
面
白
力
（犯）
ラ
ス
」
と
の
書
込
み
が
あ
り
、
こ
の
筆
は
そ
の
花
押
か
ら
亜
細
亜
局
第一課員村井倉松と思われる。
さ
ら
に
起
案
に
あ
っ
た
「
此
際
一
応
貴
官
二
於
テ
正
式
ノ
公
文
ヲ
貴地責任官憲一一送り排日ノ実況ヲ通報シテ之二対スル充分
ナル取締励行ヲ要求セシメラル、ト共一一口頭ヲ以テ帝国政
府ノ対支政策並国民一般ノ対支観念ガ常一一公正和平ヲ旨ト
一○九
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シ
共
存
共
栄
ヲ
念
ト
ン
同
情
卜
期
待
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
所
以
ヲ
華
府
会
議
山
東
交
渉
及
至
文
化
事
業
等
各
般
ノ
例
証
二
就
テ
敷
桁
説
明
シ
又
民
衆
ノ
盲
動
〈
哲
ク
別
ト
ス
ル
モ
布
ク
モ
官
憲
二
於
テ
之
ヲ
看
過寛容スルガ如キハ条理ノ許サマル所ニンテ為メニ生スベ
キ蒋態〈即チ政府官憲ノ責二帰スペク如此ニンテ向後万一
帝国政府二於テ好意的措置一一何等カノ変化ヲ示サマルヲ得
ザル一一至ルガ加キ事アラン力両国ノ為メ不幸之ヨリ甚シキ
モ
ノ
ナ
キ
事
理
ヲ
懇
切
説
示
シ
彼
ヲ
シ
テ
進
デ
鎮
圧
取
締
ヲ
励
行
セ
（羽）
シメンガ為メ充分納得了解セシムル様御取計相成様致度」
の部分も削除され、その上欄では激論がなされた。
ま
ず
村
井
の
筆
で
「
其
ノ
地
ノ
実
際
ノ
事
情
ヲ
顧
慮
セ
ス
一
律
此
（弧）
ノ際照〈云ヲ為サセシムル〈考へ物ナリ」との上欄への書込
糸
が
あ
り
、
こ
の
部
分
に
は
亜
細
亜
第
一
課
長
栗
野
昇
太
郎
の
印
も
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
横
に
は
情
報
部
第
一
課
長
斎
藤
良
衛
の
筆
で
「同感」とあり、さらに続けて「且又各地領事館〈本公信
所
掲
ノ
各
項
ノ
全
部
又
二
部
ヲ
大
体
実
行
シ
居
ル
ヲ
以
テ
今
更
ヤ
カ
マ
シ
ク
訓
令
ノ
要
ナ
シ
卜
認
ム
将
又
此
程
一
律
的
訓
令
ヲ
発
シ
タ
リ
ト
セ
〈
出
先
各
官
〈
亦
地
方
的
事
情
ヲ
考
量
ス
ル
ト
ス
ル
モ
尚
ホ
往々訓令ヲ余り一一厳格二解釈シ出過キタル措置ヲ取ルコト
ナ
キ
ヲ
保
ス
可
カ
ラ
ス
為
メ
ニ
却
テ
事
端
ヲ
激
成
ス
ル
ノ
虞
ナ
キ
ャ
（ママ）
ヲ疑う卑見二依レ〈本年成ル可ク早クニ北京其他二適当ノ
法
政
史
学
第
四
十
三
号
地点二於テ領事会議ヲ開キ本件ヲ討議ノ題目トシ各官ノ意
見ヲ交換セシメ以テ何等カノ方策ヲ立ツルコト却テ得策ナ
（弱）
ルヘシ」と申添陰えた。
これに対し通商局商報課長村上は、斎藤の各地領事館は
既に所掲の各項を実施しているとする部分を、「事実一一就
テ見ルモ必シモ然ラズ」とした上で、領事官会議の意見に
（妬）
「直接ノ効果ナク所謂『泥縄』ノミ」と反発した。
このように訓令の存否をも含む喧々鴬々の議論の末にこ
の訓令は作成されたのである。そして削除された部分を考
えてふると、いずれも何等かの対応をなそうとした部分で
あり、結局最終的に作成された措置案は日の「黙殺重視セ
サルノ態度」の字句に代表されるように、大正八年の六・
二
訓
令
に
近
い
静
観
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
削
除
部
分
に
亜
細
亜
局
第一課員村井の意見があることから、主管が通商局商報課
と
定
め
ら
れ
た
後
も
、
か
な
り
亜
細
亜
局
一
課
の
発
言
権
が
強
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
大
正
一
二
年
の
排
日
運
動
は
前
述
の
よ
う
に
気
勢
上
ら
ず
の
情
勢
で
、
六
月
一
日
長
沙
で
の
日
中
衝
突
事
件
発
生
の
為
に
六
月
中
激
化
し
た
も
の
の
、
七
月
末
に
は
殆
ん
ど
終
息
し
、
九
月
に
入
り
日
本商の取引も漸次旧態に復した。
一
○
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こ
こ
ま
で
ゑ
て
き
た
よ
う
に
、
大
正
年
間
の
日
本
の
中
国
排
日
運
動への対応方針は大正四年の公使日置の電文にその萌芽が
承
ら
れ
る
赫
観
策
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
静
観
策
は
大
正
四
年
の
外
相
加
藤
の
頑
な
な
厳
談
訓
令
へ
の
反
発
か
ら
始
ま
り
、
大
正
八
年
に
従
来
の
対
中
「
武
断
的
侵
略
的
」
政
策
を
改
め
る
新
方
針
を
背
景
として確立された。そして大正一二年段階でも激しい議論
の
後
、
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
静
観
策
は
一
面
無
為
な
政
策
で
あ
り
、
隠
忍
を
強
い
ら
れ
た
居
留
民
の
中
に
は
福
州
事
件
を
例
と
す
る
よ
う
な
暴
発
を
な
し
て
、
却
っ
て
運
動
を
高
揚
さ
せ
る
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
後
年
の
弊
原
外
交
へ
の
「
無
為
無
策
」
と
い
っ
た
批
判
と
全
く
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
本
稿
で
述
べ
た
新
方
針
の
脈
絡
の
中
で
の排日運動への対応方針を例とする日本外交の一面は、以
後の日本の対中国政策を考察する上で何らかの示唆すると
ころがあると思われる。なお本稿では大正一二年までを対
象としたが、以後昭和期に入ると一般に排日運動は組織化
が進承変質すると言われる。この変化に対し日本の対応方
針
が
い
か
に
変
わ
っ
て
い
く
か
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
と
考える。
お
わ
り
に
大正年間日本外務当局の中国排日運動への対応方針（富塚）
註（１）中国排日運動の経過・構造については菊池貴晴『中国民
族運動の基本構造」に詳細な研究がある。
（２）大正四年一一一月二六日、外相加藤高明宛公使日伍益第一五
八
号
、
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
」
大
正
四
年
第
二
冊
、
五
八
五
文書。
（
３
）
大
正
四
年
三
月
二
六
日
、
加
藤
宛
日
置
第
一
五
九
号
、
同
右
、
五
八五文言。
（４）外務省編『日本外交文書」満州事変別巻、二二一頁。
（５）外務省編『日本外交年表並主要文書』上、一七七頁。
（
６
）
大
正
四
年
五
月
一
八
日
、
加
藤
宛
日
置
第
二
九
三
号
、
前
掲
「
日
本外交文書』大正四年第二冊、六三一文書。なお大正四年
五
月
九
日
か
ら
一
八
日
の
日
本
の
主
な
新
聞
を
読
む
限
り
、
本
電
に
一言う宴会の記事は見当たらない。
（７）大正四年五月二一日、日置宛加藤第三七九号、同右、六
四八文吾。
（８）（９）（Ⅲ）大正四年五月二一一一日、加藤宛日置第三二一一一号、
同右、六五二文書。
（、）大正四年六月五日、加藤宛天津総領事松平恒雄第四三
号、同右、六八一文書。
（皿）大正四年六月八日、日置宛加藤第四一四号、外務省記録
「支那人日本品ボイコット一件・別冊日支交渉前後」。
（Ｂ）（ｕ）大正四年六月九日、加藤宛日置第一一一六五号、前掲
「日本外交文書』大正四年第二冊、六八四文書。
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（
旧
）
大
正
四
年
六
月
一
六
日
、
日
置
宛
加
藤
第
四
二
一
号
、
同
右
、
六
九七文書。
（肥）大正四年六月二四日、加藤宛日置第三八二号、同右、七
一○文書。
（Ⅳ）（肥）大正四年七月五日、加藤宛日置第一四五号、同右、
七三二文書。
（
ｐ
）
神
谷
正
男
細
『
宗
方
小
太
郎
文
書
』
報
告
第
五
二
号
（
大
正
八
年五月七日）。
（、）大正八年五月二八日、外相内田康哉宛南京領事館事務代
理清野長太郎第五○号、外務省編「日本外交文書』大正八
年第二冊下巻、一○九九文書。
（皿）大正八年六月二日、在中国各領事宛内田電報、同右、一
一一三文書。但し捺印については外務省記録「支那二於テ
日本商品同盟排斥一件・別冊雑件」によった。
（皿）（鋼）「支那排日運動ノ情況」（大正八年五月二八日作成）、
外務省記録「支那一一於テ日本商品同盟排斥一件」。
（型）小幡酉吉伝記刊行会細「小幡酉吉』、二二八頁及び内田
康哉伝記編纂委員会、鹿島平和研究所編「内田康哉』、二
三八’二四○頁。
（班）山東還付については清水秀子「山東問題」（日本国際政
治学会編「国際政治』船）に詳しい。
（
妬
）
大
正
九
年
一
月
二
五
日
、
内
田
宛
外
務
書
記
有
松
岡
洋
石
第
七
号、外務省編『日本外交文書』大正九年第二冊下巻、五九
六文書。なお大正八年の福州事件については詳細な研究が
法
政
史
学
第
四
十
三
号
ないが、居留民の不穏な行動が排Ｒ運動を高騰させる典型
的
例
と
し
て
興
味
深
く
、
本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
上
詳
細
は
省
く
が
、
別
稿
に
て
考
察
を
試
ゑ
た
い
と
考
え
る
。
（”）大正九年一一月一二日、内田宛公使小幡酉吉餉四四五
号、同右、六六一文書。
（羽）大正一二年五月七日、内田宛広東総領事藤田栄介第八七
号
、
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
十
二
年
第
二
冊
、
二
九
六
文書、同年同月八日、内田宛済南総領事代理藤井啓之助第
一一一三号、同一七五文書、同年同月九日、内田宛上海総領事
船
津
辰
一
郎
第
一
二
○
号
、
同
二
一
七
文
書
及
び
内
田
宛
漢
口
総
領
事
林
久
治
郎
第
六
二
号
、
同
二
一
九
文
書
。
（
羽
）
外
務
省
記
録
「
支
那
排
日
関
係
雑
件
・
調
書
、
対
策
意
見
、
陣
情
書、及公私団体報告、窮民救済、雑」。
（別）（別）（釦）（鮒）（狐）（調）（邪）大正一二年五月一五日、在中
国
各
領
事
宛
内
田
合
第
一
二
五
号
、
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
十
二
年
第
二
冊
、
一
七
九
文
書
。
但
し
成
案
本
文
以
外
は
す
べ
て
外
務
省
記
録
「
大
正
十
二
年
日
貨
排
斥
一
件
・
訓
令
」
に
よ
っ
た
。
本
稲
は
筆
者
の
修
士
論
文
の
一
部
を
修
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
御
教
示
を賜わった指導教授安岡昭男先生に謝意を表しま
す。
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